
委員会の体制等について

■事務局（高山市環境政策課）からの提案

＜委員会の進め方＞

自然エネルギーによるまちづくり検討委員会において、脱炭素先行地域づくり事業（小水力発電・木

質バイオマス熱電併給、普及啓発等）の着実な推進について課題整理や検証等の意見交換を深めていた

だくとともに、進展する多種多様な再生可能エネルギーの動向や状況、活用の可能性等について、学習、

意見交換、議論、提言等をいただきながら、市は2050市全域ゼロカーボン及び再エネによる地域循環型

社会の実現の加速化を目指すものとする。

＜委員会の方向性＞

脱炭素の目標達成に向けて、様々な再生可能エネルギー等の供給や知見を活用していくため、構成委

員を追加する。

また、レジリエンスの視点が重要であるため、レジリエンス（防災・強靭性）を意識したエネルギー

の地産地消を委員会で検討する。

＜政策提言（資料３別紙）への対応＞

・提言の趣旨のうち、産官学労言士等による連携体制の強化に取り組む。

・バイオコークス、ペロブスカイト太陽電池等の新技術導入によるビジネスモデル創出の可能性を探

る。

＜委員会の構成委員の追加等＞

・レジリエンスに着目した再生可能エネルギーの導入手法の知見がある行政機関の担当者等を委員に

追加

・公共施設や個人住宅等への屋根置きの太陽光パネル設置実績がある事業者等を委員に追加

・バイオコークスは、岐阜県が中心となって、活発な議論が進んでおり、高山市にとっても活用可能

性を検討するため、事業者等を委員に追加

・ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）やZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）に詳しい建

築士等を委員に追加

■令和８年度 第２回検討委員会について

＜勉強会＞

・専門家によるバイオコークス勉強会

＜現地視察（候補地）＞

・バイオコークス（下呂市小坂町落合）（AEJ株式会社）

・中尾地熱発電所（高山市奥飛騨温泉郷）（株式会社 シーエナジー）

・木質バイオマス熱電併給設備（高山市江名子町）（株式会社 井上工務店）

・阿多野郷小水力発電所（高山市高根町）（阿多野郷・野麦小水力発電株式会社）

・野麦小水力発電所（高山市高根町）（阿多野郷・野麦小水力発電株式会社）

・塩屋小水力発電所（高山市塩屋町）（塩屋小水力発電株式会社）

・朴の木平スキー場湧水小水力発電所（高山市丹生川町）（飛騨高山小水力発電株式会社）

・六方谷小水力発電所（高山市清見町）（井上小水力発電株式会社）

資 料 ３




